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アスコルビン酸／酸化ストレス／ジカルボニル化合物／糖尿病
Ascorbic　acid ／ Oxidative stress ／ Dicarbonyl compound ／ Diabetes
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　ビタミン C（アスコルビン酸）は生体内の有効な
抗酸化剤で、酸化ストレスを低減化させると考えら
れる。その体内動態を明らかにすることは、アスコ
ルビン酸の効力を評価するために必要と考え研究を
行っている。アスコルビン酸の体内動態に関する詳
細な研究は少ない。本年度は特に、アスコルビン酸
の輸送担体発現に対する酸化ストレスの影響を調べ
た。

　Vitamin C (ascorbic  acid)  is  an effect ive 
antioxidant in the body, and it is considered to 
reduce the oxidative stress.  The bioavailability 
of AsA is related closely to the behavior and 
distribution mechanism of AsA in vivo. It is 
necessary to get more information on the behavior 
and distribution mechanism of AsA in vivo, in order 
to know the bioavailability of AsA.

　◆主要業績　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総数（ 5 ）件

　◆研究内容　／　Research Pursuits



255

　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部で担当した主な授業科目としては「生化学」
「一般化学実験」「ライフスタイル栄養学」「応用栄養
学実習」である。このうち基礎的なものは「生化学」

「一般化学実験」で、より専門的な領域のものは「ラ
イフスタイル栄養学」「応用栄養学実習」である。「生
化学」では、人体の構造や機能を理解する上で必要
な基礎的な知識を習得させることを目的に行ってい
る。「一般化学実験」では、実験の基礎となる基本操
作法を習得させ、安全で正しい実験が行えるように
なることを目的としている。「ライフスタイル栄養学」
では、人を取り巻く環境因子や生活習慣の違いが身
体に及ぼす影響を理解し、その栄養状態の変化を理
解することを目的にしている。　「応用栄養学実習」
は基本的な身体計測や栄養状態を評価するための生
理・生化学的検査を行っている。
　大学院の講義「生体制御学」では環境変化に適応
して体内の恒常性を維持する調節機構を中心に取り
上げてより生体の機能が理解できるようにしている。

　“Biochemistry” and   “Chemistry,  General 
Experiments ” are basic subjects. “Human nutrition 
in the life style” and “Practice in advanced nutrition” 
are special ones. 
　In “Biochemistry” , the structures and functions 
of carbohydrates, proteins, lipids, and nucleic acids 
are taught.  In “Chemistry, General Experiments ” , 
the general use of laboratory instruments, such as 
pipette and burette, is explained,  and preparation of 
reagent solutions and the like, is also taught. 
　In “Human nutrition in the life style” ,  the effects 
of  several environmental factors and the difference 
of life style on the body and the proper nutrient 
intake are taught.  
　In “Practice in advanced nutrition” , physical 
measurement and the blood and urine tests are 
done.
　The regulation mechanisms that maintain the 
homeostasis are taught in  “Biological regulation” 
subject in graduate school.

　超高齢化社会では高年齢者の健康を考えることは重要である。抗酸化物質により老化の進行抑制等がはから
れる可能性が考えられために抗酸化物質の適切な摂取について明らかにする。この結果により、高齢者の QOL
の改善が期待されるものと考えている。
　また、食品の加工・調理・貯蔵中では多くのジカルボニル化合物が生成されるが、これらの安全性に関して
の詳細な検討は少なく、ジカルボニル化合物の生体への影響を明らかにすることによりヒトの健康の維持増進
に寄与できると考えている。

　人の健康や食物のことについて興味をもって学び、将来、人の健康の維持・増進に寄与したいと考えている
人を歓迎します。
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